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アプリケーション開発環境の変遷 メインフレーム集中型,垂直分散型を経てアプリケーション間発環境は水平分散型へ移行しつつある｡

近年の企業を収り巻く経営状況の変化に伴うリス

トラクチャリング,ダウンサイジングといった動き

によって,情報処理の形態も従来の集中型から分散

型へと大きく変革を迫られつつある｡

この変嘩を技術的に支えてし-るのが,ワークステ

ーション,パソコンなどのハードウェアの急激な進

歩と低価格化,またそれによって現実的なものとな

つたグラフイかレユーザーインタフェース,クライ

アントサーバコンピューティング,オブジェクト指

向パラダイムなどのソフトウェア技術の普及で

ある｡

アプリケーションを開発する環境も,かつてのメ

*I川二巻封印斤ソフトウェア開発本部

インフレーム集中型の開発環境から,メインフレー

ムとワークステーション,パソコンが協力する車此

分散型を経て,ネットワークで接続されたワークス

テーション,パソコンが協調する水平分散型に移行

しつつある｡

また,分散コンピューティング環境で実行される

アプリケーションを開発するためには,開発方法

論,開発支援ツール,開発支援環境それぞれが従来

とは異なるアプローチが求められている｡

両者の観点から,日立製作所の取組みの状況を中

心に,現在までの状況と今後の動向を紹介する｡
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n はじめに

マイクロプロセッサの進歩やLANの一件及などのハー

ドウェア瑞損の変化に対応して,アプリケーションソフ

トウェアの開発環境,l非け邑のノバょも焚化しつつある｡榊

雅文援環+凄もこの変化に対応し,47ページの1ツーに′Jミすよ

うな安達をたどっている｡ここでは,し指H芭‾文枝環境の焚

過について2‾･ゝ7モで,分散局咄で実行されるアプリケーシ

ョンの件J先立援について3･I:モで,それぞjL呪力ミまでの状

況と/卜後の軌巾=こついて述べる｡

国 分散環境でのアプリケーション開発

2.1メインフレーム集中型の開発環境

197〔)咋代から198()年代のけ川三の時期,すなわち,伴l沌

環磁あるいはCASE(Conlputer Aided S()ftlVare Ellgi-

11eerillg)が,こ思識され始めた時期には,和光環塙も′克行成

城もメインフレーム掛l-の形態であった｡この件期の捌

ブ己脚克として,什､l!二製作所は,EAGLEl)を1983fI二からけ■

付している｡

2.2 垂直分散型開発環境

198()イH㌧の綾-､ド,ワークステーション,パソコンの沖

及に従い,(iUI(GrapllicalUserlllterface)を利川した

CASEツールが普及し始めた｡197(仲代に掟1り-Ⅰされた構

j韮化設計技言上でソフトウェアの分帆 設計に什ノJなj削と

として考案されたさまぎまな川⊥(を根うには,メインフ

レームのキャラクタベースのユーザーインタフェースで

はイ1十分であり,GUIが必一変だからである｡このIl‾･押上】

のト糾沌脚削よDFD2)(DataFloⅥ7Dia酢a111)､1)AI)‥弓)(Pr()1〕一

1eユー1Allal〉7SisI)iagralll)などのlツレ〔の編集をキパワーク

ステーション,パソコンと､瓶促された設計帖鞘をキ叩乾し

その設JHt′甜之からアプリケーションプログラムの′卜戊を什

うメインフレームという,蔀泊二刊の分散形態をとっていた｡

1986咋から仙付しているSEWB･l)とEAGLE2との糾.

み†ナわせク)形態は,この形態の排Jプ芭支援環境である｡

2.3 水平分散型開発環境

199n勺イしに人i)､ネットワーク技術の洋及,ワークス

テーションのイi一瀬性,ディスク容量の噌人などによって,設

川部拉をワークステーションで管押し,ネットワークで接

続されたワークステーションあるいはパソコンからその怖

糀を利川するという,水‾､lそ分散の開発環境が吋能となった｡

1()92で卜にけ.ポfを開始したSEWB35)は′jぐド分散閑雅成

城をてj消ユしており,ユーザーが閃ヲ己の状批二子ナわせて某

紙に怖け己環堀を構築できるようにしている｡
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図l複数リボジトリ運用支援機能

この機能により,物理的に複数に分割されたリボジトリを論王里的

に一つのリボジトリとして運用できる｡

2.4 分散開発環境における資源管理

剤上話管叩に対する崩も恭榊勺な一安求は､褐数の糊ヲ己芥

の一八Iii】什業がlリ沿に子J▲えることである｡そのためには,

li柵f‾更新をド〟くいための排他抑机バージョン機敵 変‾如

呈形響範川を網発する機能などが必一安である｡また,メイ

ンフレームではセンタ連川によって⊥巧り菜摘化されてい

るバックアップなどの作業に対し,分散開発脚ゞ孟でいri】

様の迦‖Jができなければならない｡

SEⅥ咽3ではこのような賛搬符坤の機能を,ワークス

テーションリボジトリによって一夫現している｡

閑雅規校が非常に人きい,あるいは開発拠∴-､げ指数に

分かれているなどの一利11fにより,-･つのプロジェクトで

袖数のりポジトリを佐川する場†ナには,褐放のりポジト

り】寸りでの件糾の配伽･純ナナ､軽舟卜午♂〕耐水などを支援す

る機能が必恕となる｡SE＼VB3では,図1にホすような

褐放リボジトリ越川‾支援機能により,物矧lくJには紬数の

リボジトリを∴論f即lくJには-･つのりポジトリとして迦=

できる(開発lい)｡

田 分散環境で稼動するアプリケーションの開発

環境

3.1クライアントサーバコンピューティング

クライアントサーバコンピューティングは,サービスを

供給するサーバと､そのサービスを■iく′要するクライアン

トが協訓して一一連の作濃を逆子十するという考えノノである｡

サーバとクライアントというのは,どのサービスに前
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×端末(×サーバ)

提供するサービス

リクエストに応して

ウインドウに描画

オペレーターの操作

(マウス,キ¶ボード)に

対応するイベントを
発行

描画の要式(リクエスト)

処理の要求(イベント)

ワークステーション

処理の結果に従い,

画面表示のリクエスト
を発行
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イベント(ボタン押下など)

に対応する処理

図2 クライアントサーバの例

サーバとクライアントの関係は,着目するサービスによって変化

する相対的な概念である｡

【lするかによって変化するft】対rlミJな概念である｡い=ニシ

ステムの小でも一つのマシンがあるサービスに関しては

サーバであるとF柵fに,別のサービスに関してはクライ

アントにもなりキミ上る｡例えば,図2にホすように,ワー

クステーションにⅩ船人を桜紙している域†ナ,ウインド

ウに描巾するサービスは,Ⅹ端‾人がワークステーション

に対して拙伏しているサービスなので,Ⅹ端卜木がサーバ

であり,ワークステーションがクライアントである｡Ⅹ

撒水がⅩサーバとも呼ばれるゆえんである｡逆にウイン

ドウに描州する怖幸Iiを作っているのはワークステーショ

ンなので,このサービスに前Ilすればワークステーショ

ンがサーバであl),Ⅹ端+Jまクライアントである｡

サーバが推伏するサービスとしては,CPUの計算能

ノJ,データベース機敵地システムとの接続(ゲートウェ

イ機能),｢州別機能などさまざまなものが孝えらガLる｡

3.2 分散環境で稼動するアプリケーションの形態

データベースを検索して検索結果を仙l二して去ホする

という処叩を,図3に′Jけように,①ウインドウおよび

キーボード,マウス♂)制御,(卦人ノJデータの妥､11什チェ

ック,③人ノJデータを解析してデータベースヘの‖小イナ

わせの碓打,④‖小一介わせに従ってデータベースを検出

する処叩,⑤検索紙火ク)紬災･仙卜処即の_Jiつの処fり1コ

ンポーネントに分別する｡

データベースサーバとクライアントの糊での処.叩分‡lL

の形態を‾考えると､図31l･にホすような(Zl)から(ビ)までク〕

さまぎまな形態がそえられる｡

図3(こ1)の形態をワークステーションまたはパソコンを

クライアントとして一丈りユする例として,l川二拡此三太ホlてr】

刷システムXl)(fIitachiExte11dedl)l-eSe11tati()11Sel-Vice

Syste111)がある｡SEⅥrBニjあるいは節4川二代∴.ミ一価AGIノE/

4〔_;Lを利川すると,Xl-)システムを利川した(…l)あるいは

(亡l)の形態のアプリケーションを従水のメインフレーム･の

アプリケーション間発と同様の考えノノで榊兆することが

できる｡また,分散トランザクション処雌機能He′Ⅰ､ⅠそAN

を利川したトランザクション処嘩のアプリケーションも

lホJ椋の‾考えんで問兆できる｡この‾〟了上は,クライアント

サーバコンピューティングのすべての形態には刈▲んbして

いないが,既//の資産,ノウハウをf‾削IJしてダウンサイ

ジングを子f▲うことができるという人きなメリットがある｡

(ビ)の形態は,データベース管押システムの分散機能に

よるクライアントサーバシステムである｡

(こl)から(ビ)のどの形態をとるのがム立通であるかは,分散

コンピューティングのインフラストラクチャとしてどの

ようなものを利川するか,サーバ,クライアントのそれ

ぞれのハードウェアの能力,ネットワークのf与仙1問プ巨

利率などさまざまな一変剛二依存する｡

l川二製作所が提供するオブジェクト指Irりアプリケーシ

ョンl判ヲ芭環塙Ol)jectIQの分散アプリケーション側碓機

能を利別すれば,DCE(DistribtltedC(-)IllPutillgEll＼▼il-011-

111ellt)拐損で`jご行される(;1)から(e)のすべての形態のアブ

Jウインドウ,

キーホ【卜,

マウスなどの

制御

(GU偶+御)

(a)

(b)

(c)

(d)

(c)

¢
2 入力テ一夕

チェック

3 テー夕べース検索

の発行

5検索結果の編集･加工

クライアント

く::⇒

サーバ

0缶4
テ一夕ベース

検索処王里

】Gし‖制御

lGU【制御

2 入力チェック

lGUl制御
2 入力チェック

5テ【夕べース検索結果編集
加工の一部

lGUl制御

2 入力チェック

5チータベース楕索結果編集･加工

lGUl制御
2 入力チェック

3 テ一夕ベース検索発行
5 テ一夕ベース検索結果編集･加工

仁)

2 入力チェ

3 テ一夕ベ

ク

ス検索発行
4データベース検索実行

5テ一夕ベース検索結果編集･加工

3チータベース検索発行

4データベース検索実行
5 テ一夕ベース検索結果編集･加工

3 データベース検索発行
4 データベース検索実行

5テ一夕ベース検索結果編集

加工の一部

3 データベース模索発行

4 チータベース検索実行

4テ【夕べース検索実行

図3 データベース検索アプリケーションを例にしたクライ

アントサーバ処王里形態

同一のアプリケーションでも,クライアントとサーバの役割分担

にはさまざまな形態が考えられる｡
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要求分析
くサーバ業務開発>

データ中心
アプローチ オブジェクト指向

くクライアント業務開発>

クライアント業務イメージ

分析技法 l プロト エンドユーザー

√

二几ニ タイピング RAD コンピューティング
ロ ロ

簡易業務

オフ■ジェクト指向上溝CASE RAD

●オブジェクト図 ユーザー ツール

●イベントトレース図 インタフェース

●ステートチャート 構築ツール

●データフロー図

生成 ソース生成 lソース生成

データベース 78ログラミング言語 70ログラミング言語

定 義 ソーススケルトン ソーススケルトン 構築ツール

70ログラミング †
オブジ工クト指向

プログラミング環境

ライブラリ管理lコンパイラl
エディ タ

クラス

tライブラリーtブラウザl
▼ ▼

サ ー バ 機 能 クライアント機能

分散ア プリ ケ ー

シ ョ ン シス テム

リケーションの開発が‾ロ丁能である｡ObjectIQでは,クラ

イアントとサーバの間の通f言の詳細を意識せずに分散ア

プリケーションを開発することができる｡

3.3 分散環境で稼動するアプリケーションの開発支援

分散環境で稼動するアプリケーションの開発の上流工

程では､サーバ機能とクライアント機能の-りJり分けが重

安である｡サーバをオブジェクトとしてとらえ,サーバ

が提供するサービスをオブジェクトが他のオブジェクト

に公開するメソッドと考えれば,サーバとクライアント

の機能の切り分けとサーバ機能の設計には,オブジェク

ト指向分析･設計6)が通刷できる｡

クライアント機能は,エンドユーザーがilてI二接操作する

GUI中心の処理が多いので,RAD7)(Rapid Applicatioll

Developmelュt)ツールなどを利片=ノたエンドユーザーコ

ンピューティング8)による閃光効率向卜が期待されている｡

図4 分散コンピ

ューティング環境
をターゲットとし

た開発環境アーキ

テクチャ

分散コンピューテ

ィング環境をターゲ

ットとする開発で

は,オブジェクト指

向,RADなどの新し

い手法が期待できる｡

このようにサーバ,クライアントそれぞれに異なる開

発_支援ツールの通用が多くなるが,開発の過程で作成さ

れる資瀕は一元管理できる開発環境が必要である｡

分散コンピューティング環境を対象とした開発環境の

アーキテクチャの構想の一例を図4に示す｡

田 おわりに

2苛で述べたように,開発支援環境の分散化はSEWB3

によって実現されている｡3章で述べた実行環境の分散

化に対応する開発支援環境は,実行の形態が多様である

ことや,従来の構造化分析･設計技法だけでは十分対処

できない要Ⅰ大Ⅰも多く,解決すべき課題カゞ多く残されてい

る｡F‾I市二製作所は,今後も情報処理形態の主流になると

‾㌢想される分散コンピューティングに対Jふした開発方法

論,および開発環境の整備をl攻】っていく9)｡
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